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衆
議
院
議
員
藤
田
幸
久
君
提
出
首
都
高
速
中
央
環
状
王
子
線
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

  



 

一 

衆
議
院
議
員
藤
田
幸
久
君
提
出
首
都
高
速
中
央
環
状
王
子
線
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

首
都
高
速
中
央
環
状
王
子
線
（
以
下
「
中
央
環
状
王
子
線
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
板
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
飛
鳥
山

ト
ン
ネ
ル
の
東
側
の
坑
口
ま
で
の
区
間
に
お
い
て
、
下
段
の
道
路
（
以
下
「
下
路
」
と
い
う
。
）
で
六
パ
ー
セ
ン
ト
勾こ

う

配
と

な
っ
て
い
る
部
分
の
長
さ
は
、
五
百
メ
ー
ト
ル
（
う
ち
ト
ン
ネ
ル
部
の
長
さ
は
二
百
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。 

な
お
、
同
区
間
に
お
い
て
、
上
段
の
道
路
（
以
下
「
上
路
」
と
い
う
。
）
で
六
パ
ー
セ
ン
ト
勾
配
と
な
っ
て
い
る
部
分
の

長
さ
も
、
五
百
メ
ー
ト
ル
（
う
ち
ト
ン
ネ
ル
部
の
長
さ
は
三
十
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
上
路
及
び
下
路
と
も
、
六
パ
ー
セ
ン
ト
勾
配
と
な
っ
て
い
る
部
分
の
長
さ
は
、
五
百 

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
よ
う
に
下
路
を
登
り
部
分
に
し
て
も
、
自
動
車
か
ら
の
排
出
ガ
ス
量
自
体
は
変
わ

ら
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

な
お
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
道
路
の
勾
配
に
よ
っ
て
車
両
か
ら
の
排
出
ガ
ス
量
が
ど
れ
だ
け
増
加
す
る
か
に
つ
い
て
の
一
般

的
な
予
測
手
法
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。 



 

二 

三
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て 

首
都
高
速
五
号
池
袋
線
（
以
下
「
五
号
池
袋
線
」
と
い
う
。
）
は
二
層
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
上
路
は
都
心
方
向
に
、
下

路
は
大
宮
方
向
に
進
行
す
る
自
動
車
に
、
そ
れ
ぞ
れ
供
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
央
環
状
王
子
線
も
二
層
構
造
で
あ
り
、
上

路
は
板
橋
方
向
に
、
下
路
は
江
北
方
向
に
進
行
す
る
自
動
車
に
、
そ
れ
ぞ
れ
供
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

中
央
環
状
王
子
線
と
五
号
池
袋
線
と
の
南
側
の
連
結
部
分
は
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
の
中
央
環
状
王
子
線
に
係
る
都
市
計

画
決
定
に
基
づ
き
、
周
辺
の
土
地
利
用
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
上
路
と
上
路
、
下
路
と
下
路
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
連
結
す
る

よ
う
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

仮
に
御
指
摘
の
よ
う
に
中
央
環
状
王
子
線
の
上
路
及
び
下
路
の
役
割
を
逆
に
す
る
な
ら
ば
、
中
央
環
状
王
子
線
と
五
号
池

袋
線
と
の
南
側
の
連
結
部
分
は
、
上
路
と
下
路
、
下
路
と
上
路
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
連
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な

る
。
こ
の
場
合
、
当
該
連
結
部
分
に
お
い
て
、
新
た
に
用
地
を
取
得
す
る
等
の
必
要
が
生
じ
、
周
辺
の
土
地
利
用
に
与
え
る

影
響
は
大
き
い
も
の
と
な
る
。 

ま
た
、
中
央
環
状
王
子
線
に
お
い
て
は
、
五
号
池
袋
線
と
の
連
結
部
分
を
含
め
既
に
工
事
が
相
当
程
度
進
ち
ょ
く
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 



 

三 

し
た
が
っ
て
、
御
指
摘
の
よ
う
な
設
計
は
、
設
計
段
階
に
お
い
て
採
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま

た
、
現
在
に
お
い
て
は
採
用
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。 
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